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昭和 50年 I月 26日，千葉大学附属病院第一講堂にお
いて開催された。まず服部義博(国立千葉)らは 23才
女子と 6ヵ月女子の興味ある重複腎の 2例を報告した。
第 l例は後腹膜腔腫虜，第 2例は腹部腫癌と考えられた
もので，こうした症例における診断の困難さが痛感され
た。つぎに今津瞭(県立佐原)らは 22才男子の逆Y尿
管の 1例を報告したが，本症は 1913年にはじめて記載
されて以来本症例で 17例目であり， 過剰尿管が盲端に
終るものとしては Brittにつぐ 2例固と極めて稀有なも
のである。本症例は腰痛，血尿を主訴として来院し，手
術的に盲端尿管を切除したのち症状は消失したという。
演者はこの発生原因についても考察を送べたが，尿管憩
室との異同についても論議が行なわれた。
脇坂正美(松戸市立〉らは 41才女子で右膿腎， 左砂
状結石により腎後性無尿を来たした症例に対し，右腎
易Ij，術後透析を行ない，左側より自然排石があって治癒
した症例を報告した。この施設では従来より吉田豊彦医
長らが人工透析や中心静脈栄養などの方法を駆使して手
術可能範囲の拡大に努力されてこられたのであるが，今
回の症例でも手術と透析の組合せにより治癒せしめてい
る。しかし本症例の場合，手術前に透析を行なった方が
よかったのではないかとの議論が会場からなされた。伊
藤晴夫(教室)らは 5才女児の腎尿細管性酸血症を合併
した原発性過移酸尿症の I例について報告したが，本症
例は多飲，多尿，蛋白尿，結石排出および発育障害を認
め，等調尿でレ線的にも両腎に多数の石灰化陰影を認め
ている。腎尿細管性酸血症は必らずしも珍らしくない
が，これに蕗酸代謝異常を見出したことは病因論的に興
味があり，これは演者が日頃より結石症症例の代謝異常
の発見に精力的に取組んできた成果と思われる。本症例
は現在ビタミン B6の投与中であるが，今後さらに治療
面での検討を加えての報告を切望する。
日景高志ら(東京厚生年金)は腎外傷により発見され
た血管筋脂肪腫の l例を報告した。本症例は 60才女子
で，外傷が発見の端緒となり手術的に腫療を易IJ除したも
ので，外傷の既往にのみ目を奪われることなくこうした
症例を治癒にみちびいた乙とは高く評価出来る。
従来排尿困難患者の薬物療法はコリン作動薬が主とし
て使用されてきたが， α-blockerである POBもこうし
た症例に著効を示すことが認められてきた。安田耕作ら
長千葉大学医学部泌尿器科学教室
片 山 喬*
(教室)は urethralpressure profileの方法を用いて 
POBの作用点を検索したところ本剤により尿道抵抗が
著明に減少することを認め報告した。 POBは近年種々
の領域でとり上げられてきた興味ある薬剤であるが，本
剤の作用機序の一端を明確に説明し得たことは極めて興
味深かかった。ついで遠藤博志ら(教室)は S・6の神経
因性腸脱に対する使用経験を述べたが，本剤は副交感神
経刺激作用を有し，これを排尿障害の強い症例に使用し
たところ，勝脱内圧を高めることが認められ，臨床的に
有効であったという。本剤はとくに従来の薬剤に比し投
与後長期間その作用を持続するという特長を有し，これ
が臨床的にも有利に働くと考えられると述べた。神経因
性勝脱をはじめとする排尿障害例に対する薬物療法とし
て未だ十分満足すべきものがない今日，遠藤講師らのグ
ループは従来よりこの方面の研究をつづけてきており，
今回の POBおよび S・6に関する報告もその一環であろ
うが，いずれもこれら薬剤の作用機序の検討を加えられ
ており，将来これら薬剤の効果を予知出来て，薬剤を選
tR投与出来るよう努力して頂きたいと考える。
ついで、片山喬(教室)は男子不妊症治療の問題点と
最近の動向と題して，教室で行なってきた B12' T3， 
clomiphene citrateなどの治療成績を報告するととも
に最近， spermatogenesisにおよぽす androgen，FSH 
などの作用機構が明らかとなり，内因性ないし外国性ゴ
ナドトロピンによる治療が見直されている現況を紹介し
たo さらに昨年 11月初旬に BuenosAiresで開催され 
fこ VlIIthWorld Congress on Fertility and Sterili-
tyに出席した際の印象について述べた。
最後に本年4月千大教授を退官される百瀬剛一会長よ
り本会がこれまで発展をとげたことに対して会員に感謝
の意が表明され，今後新会員が増え益々発展することを
祈る旨の発言があった。
今回は多数会員の参加を得て盛会裡に終了したが，演
題をみてもお判りのごとく，泌尿器科以外の外科，内
科，整形外科，婦人科その他の各分野と関連あるテーマ
も多い。われわれの PRも不足.しているが，是非他分野
の方々も参加して頂き，お互に交流を深めることが必要
と考えている。 
(1975. 3. 13受付)
